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拡大するニセコの外国系企業 

―ニセコは国際リゾートを目指す― 
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 要約 

観光産業は世界平均で GDP 比 10.4％、雇用者の割合は 8.3％と、その国

にとって大きな産業となっている。日本も 2003 年からビジットジャパン

キャンペーンを実施し、国をあげて外国人観光客の誘致を図っている。 

ニセコへのオーストラリアからの訪問客は年々増大している。これに比

例し、外国系企業の進出も増えている。2005 年秋、ニセコに発生してい

る状況について調査した（注）。オーストラリアからの訪問者数は、平成

16 年 4200 人、外国系企業数 10 社を数えた。ニセコ地区が今後も発展し

世界から観光客を誘致するには世界と競争出来る「理想のリゾート」とな

ることが必要である。 

2007 年秋、再度、現地調査を行った。平成 18 年には 9,400 人、34 社と

なった。本稿では最近のニセコの状況をまとめることとした。 

（注）前回報告は季刊 国際貿易と投資 Spring 2006/No.63 に掲載 
 

 

800 万人をこえた外国人観光客 

 

日本への外国人旅行者数は順調に

増加している。2004 年には対前年比

18％増となり、はじめて 600 万人の

大台を達成した。さらに 2 年後には

733万人と 700万人台となった。2007

年は速報値であるが、835 万人と過

去最高を記録し対前年比 13.8％増と
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大幅増であった。（図表 1 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように順調に外国人旅行者が

増加している背景にはまず第 1 に

2003 年に Visit Japan Campaign（以下

VJC）が開始されたことがあげられ

る。外国人観光客を誘致する活動を

官民あげて展開することとなった。

2010 年 1000 万人の目標を掲げてい

る。VJC では訪日旅行促進の重点市

場を設定し、市場ごとの特性に応じ

て様々な事業を組み合わせてキャン

ペーンを実施している。重点市場も

12 カ国となり、このキャンペーン活

動が効果を生んだものである。 

第 2 に一部の国に VISA 免除の措

置をとったこと、第 3 に円安傾向に

より旅行費用の割安感が発生したこ

と、第 4 にアジア諸国との航空路

線・便数の拡充によりアジアからの

訪問客が増加したことが主な増加要

因である。 

 

各国の外国人観光客の誘致策 

 

日本の外国人観光客受け入れ数は

1990年にはアジアでは 5位であった。

2003年にはアジア各国の中で 7位と

なった。2006年も同じく 7 位である。

（図表 2 参照）日本より上位の国は

各国とも大きく受入れ数を伸ばして

いて、その差はなかなか縮まらない。 

例えばマレーシアは 1058 万人か

ら 1755 万人と 66％増であった。マ

レーシア政府は「Visit Malaysia Year 

2007」のキャンペーンでマレーシア

各地で 50 種類のイベントを開催し

ている。 

タイは、同じく 1008 万人から 1382

万人と 37％増加した。タイ政府は

「Amazing Thailand」を掲げ、富裕客、

新婚旅行、国際会議、見本市、ゴルフ

図表１ 訪日外国人入国者数 

年 千人 
1997 4,218 
1998 4,106 
1999 4,438 
2000 4,757 
2001 4,772 
2002 5,239 
2003 5,212 
2004 6,138 
2005 6,728 
2006 7,334 
2007 8,349 

出所：観光白書 2007 年版 

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


拡大するニセコの外国系企業 

季刊 国際貿易と投資 Spring 2008/No.71●91 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客、健康志向の旅行者等、すき間市場

に焦点をしばり取りくんでいるという。 

シンガポールは同じく 571 万人か

ら 975 万人と 71％増であった。シン

ガポール政府は 2015 年までには年

間観光収入総額 300 億 S ドル、訪問

者数 1700 万人、観光による雇用創出

25 万人という数値目標を設定し、展

示会、国際会議、医療、教育のハブ

としての地位の確立、「ユニークリ

ー・シンガポール」により観光客誘

致キャンペーンを実施している。 

図表２ 外国人旅行者受入アジアランキングの推移 

出所：観光白書 平成 17 年版 

1990年 2003年 2006年

国・地域名
受入者数
（万人）

国・地域名
受入者数
（万人）

国・地域名
受入者数
（万人）

1 マレーシア 745 1 中国 3,297 1 中国 4,681

2 香港 658 2 香港 1,554 2 マレーシア 1,755

3 タイ 530 3 マレーシア 1,058 3 香港 1,477

4 シンガポール 484 4 タイ 1,008 4 タイ 1,382

5 日本 324 5 マカオ 631 5 シンガポール 975

6 韓国 296 6 シンガポール 571 6 マカオ 901

7 マカオ 251 7 日本 521 7 日本 733

8 インドネシア 218 8 韓国 475 8 韓国 615

9 台湾 193 9 インドネシア 447 9 インドネシア 487

10 中国 175 10 台湾 225 10 台湾 352
　　※但し中国、香港とマカオは

　　　2005年値
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日本より上位でない国でも韓国で

はターゲット国別に観光宣伝をして

いて、日本向けには韓流ドラマ、エ

ステ、グルメ、韓国文化、歴史と宣

伝テーマを掲げてPRを行っている。 

インドネシアは「Visit Beautiful 

Bali」。観光地として人気が高く、シ

ンボル的な存在となっているバリ島

を牽引役に外国人旅行者の誘致に積

極的に取り組んでいくことを決定し

た。また、台湾では「観光客倍増計

画」を推進している。 

このようにアジア各国は国をあげ

て外国人観光客の誘致に力を入れて

いる結果、日本が VJC により大幅に

外国人の受入れを伸ばしてもその差

はうめられない。逆に言えば VJC が

なければ観光業におけるアジアでの

地位は低下する一方であり、ようや

く低下をくいとめていると言えよう。 

各国が観光客の誘致に力を入れる

のは、観光が大きな産業であるから

である。観光白書によると世界旅行

産業会議（WTTC）が 2007 年の世界

全体における観光産業の規模は

GDP 比では 10.4％に相当し、就業人

口は全雇用者数の約 8.3％に相当す

る見込という。先進国である北米で

は対 GDP 比 10.5％、雇用者の割合は

11.1％、EU 諸国ではそれぞれ 10.9％、

11.8％となっている。図表 3 からわ

かるように、観光業は先進国のみな

らず途上国においても規模の大きな

産業であり、観光客誘致の経済効果

は大きいがゆえに、各国力を入れて

誘致活動を行っている。 

 

急増するニセコへの外国人観光客 

 

観光立国を唱えて外国人観光客の

誘致に懸命となっている最中、オー

ストラリアからのスキー客がニセコ

地域に大挙して来ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出所：（株）ニセコリゾート観光協会ホームページ 
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成功事例として様々なメディアに

とりあげられた。事実、平成 13 年か

ら同 18 年にかけて、オーストラリア

からニセコへの訪問者数はこの間

45 倍増となった。 

平成 18 年は、オーストラリアから

日本への訪問者数は 195 千人と対前

年比 5.4％減となった。にもかかわら

ずニセコへの訪問者数は 23.6％増で

ある。（図表 4 参照） 

オーストラリア以外の外国人も平

成 18 年度 4,988 人と 9 倍増加してい

る。オーストラリアからの訪問者数

が話題になりすぎ、他の外国人の訪

問の影が薄くなりがちであるが、小

さな町に年間約 5,000 人のオースト

ラリア人以外の外国人が来るほどに

評価が高まっていると言える。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光産業 GDP 観光産業による雇用 

地域 

金額 
（十億ドル）

GDP 全体に
占める割合
（％） 

人数（千人）
雇用者全体に
占める割合
（％） 

世界 5,390.88 10.4 231,222.20 8.3
アジア・大洋州 1,282.43 ― 137,940.32 ―
  北東アジア 974.07 10.6 83,174.68 9.5
  東南アジア 128.93 10.6 21,420.38 8.4
  南アジア 62.37 5.5 31,492.67 5.2
  オセアニア 117.06 12.7 1,852.59 13.7
中東 117.53 9.6 5,415.91 10.0
ヨーロッパ 2,128.54 ― 39,038.93 ―
  EU 諸国 1,767.66 10.9 25,712.37 11.8
  EU 非加盟の西欧 148.47 12.2 2,822.85 9.3
  中・東欧 212.41 8.3 10,503.71 7.1
米州 1,856.77 ― 36,551.81 ―
  北米 1,673.52 10.5 21,114.95 11.1
  中南米 143.00 7.3 12,989.60 6.9
  カリブ諸国 40.25 16.5 2,447.26 14.8
アフリカ 112.82 ― 16,097.83 ―
  北アフリカ 51.95 13.6 5,744.21 12.8
  サハラ以南 60.87 8.1 10,353.62 5.9

図表３ 世界の観光産業の経済規模（2007 年予測値） 

出所：観光白書 2007 年版 
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１．パウダースノーと評される優れ

た雪質 

２．カナダ、欧州より近く、時差が

ないロケーションの優位性 

３．温泉、食事、文化等を通じた異

文化体験 

しかし、これらのニセコのもつ優

位性の他に、オーストラリアドルの

価値の上昇（2001 年から 7 割増）に

より、日本の物価の相対的な安さが

より引きつけていることもある。 

ケアンズから札幌への直行便が

04 年 11 月から週 2 便就航していた

がこの冬から運休となった。ニセコ

の現地では、もともとシドニーから

の客はケアンズでワンストップした

のが、成田でワンストップすること

になったにすぎず、影響はないとの

ことである。 

 

倶知安町の取組み 

 

前回の調査の折、倶知安町の担当

課では「町としては何もしないのに

オーストラリアの観光客が自然に増

加した。これからも様子見といった

こところである」との発言があった。

しかし今回の調査では町としては明

図表４ 倶知安町への外国人宿泊者数の推移 

出所：倶知安町 観光課 

14406

314 214 657

4201

7747

9418

9563

5783

4006

1623
1011849

2924

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18

外国人統計

うちオーストラリア人

http://www.iti.or.jp/

http://www.iti.or.jp/


拡大するニセコの外国系企業 

季刊 国際貿易と投資 Spring 2008/No.71●95 

確に「世界に通じる国際的なリゾー

ト」を目指している。 

今年度国土交通省による都市再生

プロジェクトの予算が認められ、基

礎調査が実施された。ここで策定さ

れた目標は世界に通ずる国際的なリ

ゾートである。 

具体的にはスキー、ラフティング

他のアウトドアスポーツを夏も冬も

楽しめる通年型リゾート、豊かな自

然環境を生かした安らぎ・癒し・く

つろげるリゾート、長期滞在で楽し

めるリゾート、人がつくる魅力・ホ

スピタリティ・文化を感じさせるリ

ゾートを目指すとする。 

今後の取組みは多々あるが、その

中で注目されるものとして 

①自然環境と調和した魅力的なフッ

トパスのインフラ整備 

②リゾート地として魅力ある街並み、

景観づくりへのルール作り 

が挙げられる。世界に通じる国際

的なリゾートを目指すにはこの 2 点

は必要なことである。 

倶地安町は今年度、町の 10 年スパ

ンの長期計画を策定しており、この

中には長期の観光振興計画が組まれ

ていくこととなる。 

2008年 7月世界主要国サミットが

北海道洞爺湖町のホテルを会場とし

て開催される。環境サミットと位置

付けられているこのサミットに、素

晴らしい自然環境に恵まれた洞爺湖

町はまさに相応しい場所である。会

場近く位置するニセコ地域は主要国

サミットを機に国際リゾート地とし

て世界中に PR 出来る。 

 

内外企業の一体化 

 

ニセコリゾート協議会（NISEKO 

PROMOTION BOARD）は 07 年 9 月

に発足した。長い準備期間を経て関

係者の熱意により組織化された中間

法人である。このような組織は官か

らの働きかけや官からの人材の供給

により成立するものであるが、この

組織は民間側の粘り強い話し合いの

中から生まれたといわれる。それだ

けにニセコ地域の将来に危機意識が

あったと考えられる。 

協議会の目的は「ニセコアンヌプ

リ山系の豊かな雪や緑、川や沼とい

った自然資源を、また宿泊施設や飲

食店、物販店といった街機能を、さ

らにはアウトドアやインドアの様々
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なガイドやサービスを、国内外の多

くのお客様に知っていただき、また

来訪していただき、さらにファンと

して長く親しんでいただける観光リ

ゾート地として持続的な発展を支援

し、もって地域経済の活性化に資す

ること」となっている。 

ボードメンバーをみるとニセコ地

域の主な事業会社はほとんど入って

いる。それは日本のみならずオース

トラリア企業も入っている。ちなみ

に代表理事は 2 人で、ロス・フィン

ドレー氏（ニセコアドベンチャー代

表）と村上公彦氏（ニセコアンヌプ

リ国際スキー場中央バス観光商事社

長）である。理事は 26 名いて日本人

は 14 人、外国人は 12 人である。外

資と国内企業が協力して目標を達成

していこうとする国際化された組織

といえる。 

ここには強力な事務局組織があり、

専従として 2 名があがっている。地

域のこのような組織には単なる事務

処理の事務局はあるが、それとは違

い自ら事業の企画を行いそれを実行

する組織としての位置付けである。 

当面の目標はリゾート地としての

通年化である。冬期はスキー客でに

ぎわっているが、それ以外は閑散と

している。最近ではラフティング人

気の定着によりそれなりの客が来る

ようになったが、まだまだである。

特に夏季には北海道の気候はドライ

な夏として売り出すという。アジア

各国の海岸にはリゾート地として世

界中から客を集めているが、気候と

しては湿気が多く必ずしも良好な条

件ではない。そこでドライな夏とし

てアピールしていくという。 

さらにニセコ地域へのリゾート客

を誘致する方策として香港、シンガ

ポール、韓国等のアジアからの来訪

の誘致を図る。またヨーロッパから

も客の誘致を考えているという。タ

ーゲットとして想定する客はリッチ

な層で団体客は念頭になく、働きか

けをするのは個人客である。そのた

めには web により情報発信で働きか

けるという。単にホームページの充

実ではなく、個人客にニセコ地域の

魅力を現在進行形の情報として伝え

ていくことに主眼を置く。さらに欧

米・アジア各国で開催されるコンベ

ンション、見本市にも積極的に参加

して情報発信していく。 
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景観保護 

 

これまでの比羅夫地区の開発はい

わば乱開発の状態であった。リゾー

ト地としての統一感がなかった。し

かし地元には国際リゾートとしての

存在を意識するうえで景観保護が必

要であるとの認識が生まれた。 

リゾート地としての景観保護は未

だ法的な強制力を持っていないが、

地域住民との話し合いの中で実現し

つつある。これまで建物の高さ制限

がないためのっぽビルの建設が可能

であったが、景観保護のために行政

も話し合いの中に入りスキーサイト

に近いところでは高さ 22m、建ぺい

率 40％という制限をルール化した。 

今後比羅夫以外の地域への適用と

法的な強制力をもつルールへと自然

景観の保護からさらに進み、豊かな

自然環境を作り上げていくことが望

まれる。富良野地域がその前例とな

ろう。 

占冠（しむかっぷ）から旭川に通

じる国道 237 号線から枝分かれした

旧農道は沿道の景観が素晴らしい。

その中にあって人工的工作物、例え

ば道路標識、電柱電線が視界に入る。

そこで町として道路標識は撤去や移

動、又は極力小型化するなどの処置

を行った。さらに電柱電線は目に見

えないように植樹で隠したのである。

今ではこの沿道は観光客資源として

存在感を増しつつある。 

 

広域連携の必要性 

 

これまで各町村が独自に計画を策

定していたが、倶地安町だけでなく

ニセコ地域全体の行政区に拡大して

計画を作る必要がある。 

先に述べた基礎調査ではニセコ町

まで範囲を拡大している。また北海

道庁も羊蹄山麓地域、後志（シリベ

シ）地域への拡大した地域連携を模

索している。 

その成果として 2006 年度には広

域の観光関連業者が Otaru Snow 

Light Festival Guided Tour（小樽雪あ

かりの路ツアー）を企画し、スキー

客として滞在していた 13 名のオー

ストラリア人が参加した。今後商業

ベースで他の地域への観光ツアーも

合わせて企画されていく。 
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拡大する外国系企業 

 

2007年 9月現在ニセコ地域で事業

活動を行っている外国系企業は 34

社で、豪州系企業がほとんどである。

2年前調査した折には 10社であった

ものが 3 倍以上となっている。既に

設立された企業が専門分野に特化し

て複数の企業となった例も多いが、

それだけにビジネスチャンスが拡大

しているといえる。（図表 6 参照） 

特に不動産開発・売買・賃貸、ロ

ッジ経営等不動産に係る企業は業種

が分かっているものだけで 2 年前は

4 社であったが、現在では 20 社を数

える。アウトドア業は 6 社、旅行サ

ービス関係は 4 社となっている。コ

ンドミニアムの開発・販売を主とし

てオーストラリア企業がニセコ地域

に参入し、地価は日本一の上昇率と

なった。彼らは国際リゾート地とし

てのニセコの地価は他の国に比べ割

安だという。たとえ日本の中では高

くとも国際的には安いので未だ売り

ものを探している状況である。現在

では日本企業は購入することは出来

ず、売りに出された物件のほとんど

がオーストラリア企業に高値で買収

されるという。 

2003 年以降のコンドミニアム販

売は図表 5 のとおりである。2007 年

98 戸の販売があったが、そのうち 50

戸は日本企業による供給であった。

しかし購入者はオーストラリア人で

あったという。オーストラリアの購

入者は使用することなく転売するも

のもあるという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーストラリア系企業はその数の

増加だけでなく、事業活動地域の拡

大も図っている。これまで彼らは比

羅夫地区での活動であったが、土地

の供給がほそっているため、現在で

はアンヌプリ地域へと拡大している。

さらにニセコから富良野地域へも進

出しつつある。現にフレッシュパウ

ダー社は富良野のペンションを買収

してアパートメントに改築し、ロッ

2003 年 12 戸 

2004 年 22 戸 

2005 年 36 戸 

2006 年 50 戸 

2007 年 98 戸 

2008 年 100 戸（見込）

図表５ コンドミニアム販売数 

出所：吉田司法書士からの聴取 
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NISBAK PTY LIMITED 倶知安町字山田 Divid Alistair Shaw 旅館及び不動産賃貸業 

Niseko Resort Design & 
Construction 株式会社 

倶知安町字山田 アンダーソン・レッド・ドナルド 不動産業 

有限会社 Niseko Ground 
Service 

倶知安町字山田 イアン・マッケンジー・ドナルド 宿泊施設及び各種交通機
関の予約代行業務 

有限会社 WAZA WORLD 倶知安町字山田 ウォルシュ・ウォレック・ブライ
アン 

レストランの経営、旅館業 

株式会社 NISEKO REAL 
ESTATE 

倶知安町字山田 カー・ベンジャミン・レイトン 不動産業 

有限会社 NISEKO CONNECTION 倶知安町字山田 カー・ベンジャミン・レイトン 旅行関係 
有限会社 カー 倶知安町字山田 カー・ベンジャミン・レイトン スキーゲレンデのガイド業務 

有限会社 NISEKO REALTY SALES 倶知安町字山田 カーティ・ロス 不動産業 

株式会社 ノーアスク 倶知安町字山田 カーティ・ロス・ウィリアム・ル
ーカス 

アウトドア 

特定非営利活動法人 アウトド
ア・エジュケーション・ジャパン 

倶知安町字山田 カーティ・ロス・ウィリアム・ル
ーカス 

アウトドア 

HOKKAIDO TRACKS 有限会社 倶知安町字山田 サイモン・グレン・ロビンソン 不動産業 

POWDER TRACKS 有限会社 倶知安町字山田 サイモン・グレン・ロビンソン 不動産の売買他 

YOUTEI TRACKS 有限会社 倶知安町字山田 サイモン・グレン・ロビンソン 不動産の売買他 

Yamashizen 株式会社 倶知安町字山田 サイモン・グレン・ロビンソン   

株式会社 HOKKAIDO REAL 
ESTATE 

倶知安町字山田 ジェイソン・キング 不動産業 

スコットアドベンチャースポーツ
有限会社 

倶知安町字山田 スコット・ウォーカー 各種スポーツ教室の立案・
実施サービス業 

特定非営利活動法人 ディスカバ
リー 

倶知安町字山田 スコット・ウォーカー ＮＰＯ 

株式会社 TRAVELPLAN JAPAN 倶知安町 デビット・ジョン・ウィザース 旅行サービス業 

NISEKO SNOWMOBILE 
ADVENTURES 合同会社 

倶知安町字山田 ニコラス・グートリー アウトドア 

CGH Constructions Pty Ltd. 倶知安町字山田 納税管理人：三優税理士法人 不動産業 

Robert Cottee Archtects Pty Ltd. 倶知安町字山田 納税管理人：三優税理士法人 不動産業 

有限会社ニセコアドベンチャーセ
ンター 

倶知安町字山田 フィンドレーロスアントニー スポーツ教室の運営 

株式会社 NISEKO ALPINE 
DEVELOPMENTS 

倶知安町字山田 ブラッグ・カル・ヘンリ 不動産取引業 

ターンブルパシフィック 倶知安町字山田 ブルース・ロバート・ターンブル 不動産取引業 

株式会社 NISEKO MODULO 倶知安町字山田 ホイ・ロッド・イアン 不動産業 

NISEKO POWDER HOLIDAYS 
株式会社 

倶知安町字山田 ホームス・ロバート・アラン ペンション・ロッジ経営 

株式会社 SKI JAPAN TRAVEL 倶知安町字山田 マーフィー・ピーター・マイケル 旅行関係 

有限会社ニセコピークデベロップ
メント 

倶知安町字山田 マーフィー・ピーター・マイケル 不動産業 

株式会社 NISEKO PROPERTY 倶知安町字山田 マーフィー・ピーター・マイケル 不動産の売買・開発及び
管理 

株式会社 SKI JAPAN 倶知安町字山田 マーフィー・ピーター・マイケル   

ウエストカナダプロパティーズ株
式会社 

倶知安町字山田 レフコ・ラッセル・カルマン 不動産の売買・賃貸・管理 

株式会社ザ・ニセコ・カンパニー・
リミテッド 

倶知安町字山田 レフコ・ラッセル・カルマン ビルメンテナンス・旅館業

日本ハーモニーリゾート株式会社 倶知安町字山田   不動産開発 

FRESH POWDER 倶知安町字山田 グリアム・リッグ  不動産業及び宿泊施設 

図表６ ニセコ地域への外国系投資実績 

出所：倶知安町観光課（除くFRESH POWDER社） 

※ 業種は法人名からの推測。
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ジ経営を目指している。 

アウトドア業の拡大も注目される。

特にロスフィンドレー氏の始めたラ

フティングは日本国内での最大の産

業となり、年間 8 万人の客が来る。 

地域のホテルや旅館の受付にはア

ウトドア参加勧誘のチラシが置いて

あり、単に外国企業が独自にやって

いるというより日本企業も巻き込み、

地域に入り込んだ客全体に PR する

戦術を採りつつある。比羅夫地区か

らかなりはなれた旅館にもチラシが

置いてあり、その主人が語るところ

によると、宿泊客はチラシを見て独

自に参加申し込みを行い、客が帰っ

て来ると「今日はラフティングをや

って来た」と話すという。アウトド

ア企業の NOASC 社はニセコから外

に打って出て占冠、富良野、トマム

に進出した。 

日本ハーモニー・リゾートは東急

グループからスキー場とゴルフ場を

買収し、スキー場周辺にリゾートタ

ウン（Village）を建設する計画であ

った。計画によると 10～15 年をかけ

て 2,000 軒のコンドミニアム（5,600

人収容）を建設して通年型のリゾー

ト（カナダの Whistler をモデル）を

建設することになっている。しかし、

2007 年 9 月香港の PCPD 社が買収し

たと発表した。これまでオーストラ

リア企業は開発資金の調達に苦労し

ていたが、PCPD 社はその点十分な

資金をそなえていると思われ、今後

開発が進展するはずである。しかし

自然との調和ある開発でなければそ

の価値は減じることとなろう。 

 

筆者は 2 年前にニセコ地区をさら

に発展させるには世界と競争出来る

「理想のリゾート」にしなければな

らないと主張した。理想のリゾート

とは何もしないでそこにいるだけで

心身ともにリラックス出来る環境、

長期の滞在中、自然の中で楽しめる

遊びのフィールドがあること、おい

しい食事とショッピングが出来る環

境であると提案した。現在地元自治

体や外資を含めた民間企業の動きを

みると、すでに「国際リゾート」に

なるべく第一歩を歩み出したと言え

よう。長期のマスタープランを作成

し、実現に向けての関係者の尽力に

期待したい。
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